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常用時計の精密度に付て

　　　　宮　島　善　・一郎

　最近天文學の民衆化と共に意地観測をなしつNある熱心な観測者が各地に

塘翻しつNある事は曲球のため眞に套ぱしいことであるが，漸次精密観測の

方面へ進むと種々なる困難な事情が現はれて來る．

　其の一つに保時（タイムキ1ビング）の問題がある．これは專門弟者をも相

當憐ましているものであるが，殊に自分の様にクロノメ1タ1をさへ有たす

にウオッチで其目的を達しやうとする者には糊言上の一大難關である．

　自分は敷年來掩蔽の観測をして其結果は総て天文墓へ報告してみるが，こ

れに付て最も苦心してみるのは保時の問題である．

　現在の庭では私設天文峯として有つべき二時の猫立設備が無V・ので，東京

天文墓の時計室から護試せらるN時報により毎日比較槍涌して二十四時間内

の保時につき常用型ウオッチで調べて見た．調査未了の分も淺されては居る

が多少まとまった結果を得たので舷に獲表することにする．不徹底な研究で

はあるが同好者の参考の一助ともなるならば筆者の大に満足する虎である．

三品常用型の一般時計では其歩度の不規則であるのが持前で，其機構の上か

ら槻ても當然な事である．時計の構造に付ては嚢に上田博士がL天界「紙上に

詳しく述べられてあり，叉，ウォルサム時計訴訟出版のL時計讃本「や其他の

書班を忌まれ曳ぱわかることS思ふから煩を避けて袋には述べない．以下述

ぶる所は自分が調べた結果から観た機能と利用とに關する事だけである．

　先づ一般常用時計を使用する一合に心得ておかねばならぬことは，精密に

調べると箇々の時計が皆固有の癖があることである・一つとして同一型のも

のがない・その固有性を調べておかぬと此種の試験をするにさへ失敗する事

がある・殊に使ひ古した物では一暦甚だしく，試験や實地使用の目的には古

物は落第で薪晶に限るのである．時計の歩度の不規則性は動力の根元である

ゼンマ6の固有の性質と温度二化の影響とに其原因の大部分があることN信

ずる・これは絶封には避け得られないものであるが，共他にも時計の邊速を

生する原因としては下の如きものを数へねばならぬ．
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　位置攣化　懐中提時計ならば垂直に懸垂した揚合と倒立の揚合．其他任意

　　に攣へ得る・

　時計に與ふる動揺　静止の揚合と携恥して居る揚合，或は外部の原因によ

る震動．

　此他にも微量ではあるが漁度や二二攣化，磁力の影響等もある。これ等が

如何に調節せられて其結果が完全を期し得らるSかは外観的に共構造の簡軍

であるだけに，時計製作技術者以外には知る事が出來ぬのである．

　自分が此試験に使用し，術現在標準時計として使用してみるものは瑞西國

ロンヂン二二製十七形クロ1ム側のウオッチである．二十四時間帥ち一日巻

（三十徐時間を：保つ）のもので一昨年八月下旬に買ひ求めた骨拾圓程度の安慣

な時計である．三時は毎日十三秒づ曳邊れていたが調節の結果日差はだんだ

ん小さくなって來たが不規則性が現はれて來た．いろいろ苦心して調べた後，

主として日々の高級温度差による影響の大なることがわかった．依て防守装

置の必要を認める事になった・此時計のために密閉し得る丁重な木箱を造り

外面内面共に塗装し爾内面には熱反射の理論を丁田した工風をも加へた．こ

の箱の中ヘウオツチを容れ時計が垂直位置を保つ檬にして紐で柱に取付けて

あるリングへ吊下けで置く事にした・（床上や机上では歩行や其他の震動を即

くるので）．この後も容易に日差の極小を得ることが出三三なかったが昨年に

入り漸次日差が小さくなり梢理想に近づいて來たのである．然し乍ら日差の

外に更に注意すべき黒占がある・二十四時間即ち一日巻の時計では正午に捻を

巻くとして毎日〒E午に時報と比較して日差が零でも果して二十四時間内何れ

の時に於ても同一の歩度を使って居るとは云ぴ得ないのである．時計によっ

ていろV・うな癖のあるものがある．大回のウオッチではゼンマイを巻いてか

ら一時聞も経つと漸次進み出し十二時間内に十秒も進むものがあり，それか

ら後の十二：時聞内に漸内に漸次進み過ぎた分だけ邊れて二十四時間目には再

び正しい時を示して居る（日差ゼロ）といふ様なのが一般提時計の性質であ

る．．これはぜンマ1の強く巻かれた時とだんだん解けて弛んで來た時とでは

弾力に相違が出來るので當然なことである・

　この種の時計では如何に日差が小さくても學術上の精密時間の測定には不



常用時計の精密度に付て 213

安を生するのである．赤門家の用みる標準時計のクロノメータ1はこのぜン

マ1の弾力が何時も李均に働く檬に工風してあるがそれでも必ずしも理論通

りには動かないさうである．或種の技術者は鎖引の功用を認めぬとさへ云っ

て居る・何れにしてもゼンマイを主要動力としてみる以上時計の取扱は拒介

なものである．

　日差以外斯様な：不規則性に付ても充分検測する必要があるので自分は同好

三惑の遠藤壽一君を煩はし同氏宅にあるラヂオの時報と，天文塁の時報を受

け綴ぐ市役所のモ1タiサイレンとにより毎日正午と午後九時四十分（午後

九時四十分にはサイレンは鳴らなVり　との二回宛二週間に亘って比較して見

たが三者の系統差を引き去ればよく卒均している事を確め得たのでこのテス

トも無事に通過した．其後も日差の調べは綴績して現在に至って居る．三時

日差は零から±2秒程度で二週二目位にこれより大きな狂ぴを生する事があ

る．此アブノルマルの原因は何によるか不明であるが或は毎日総V・たゼンマ

イの過剰張力が蓄積されて一度に引戻されるのではあるまいか？さうだとす

れば假令忌引のクロノメ1タ1でも此障碍を除き去る事は困難である・

　最も精巧な常用提時計で日差はどれ程なものか自分は嘗てウォルサム時計

二二の代理店へ問ひ合せた事があったが同肚には相ひ憎く新らしい参考資料

は無かった．然し少しく古いが先年麻布天文墓で調べたものがあったさうで

山山の代表的な優良品として推奨してみるバンガードの試験表を途って、呉れ

た・参考のために記して見る．
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N通り平均値：1．22で日差は美事に揃ってはみるがオミットされた四秒の大き

な狂ひは見逃がせないである．

　自分の調べたVンヂンでは蓮轄具合の最も良かった二月土十四日から三月

十一日に至る十八日間に7秒（十八日聞に七秒遅れる）で日差の転地が0．39とな

り此内日差の零の日が五回（三目間蓮績）で最大の目差が1．5で共益は大低牟秒

以下であった。クロノメータ1の最高級のもので日差は孕秒程度，普通のも

のでは六秒程度のものさへあるのであるから常用時計としては優良な成績で

あった．

　然し共後瀬，日差が大きくなり殊に時報の系統が混珍して來たので非常に

困った事がある．観測時に際し共前後に祭日，日曜等が重なった揚合には常

時の長さが七十時闇にも達するので猫立即時の設備を有たぬ悲しさには補正

の方法に困るのである・（ラヂオの時報では學術上の精密時間に封して正確を
期し得ない）

　依て更に最高最低寒暖計を用v・て日々の高低温度差を記録し日差と封比し

て調べて見た・別圖グラフにある通りで嚴密には日差と温度差と一致しない

が其影響のある事だけは確め得た．

　然らば特別な勢門筆勢設備を右たぬ一般観測者は如何にして基準時を保持
し得るか？此鮎が問題である．

　自分が現在考へつNあるのは機構の異った分銅引のスリ1ゲルを別に比較

時計として働かすか，叉は現在の深さニメ1トルの地下室に時計庫を造って

此の中に時計を保管し比較補助時計と共に用いるか，又望遠鏡を固定して星

を通過せしめて時計を補正するか何れかの方法に縁らねばならぬと思ふので
ある．

　去り乍ら業務を有ちつS日差や淵度差，輝度等を毎日一定の時に調べるこ

とさへ容易でなV・のに夏に此上の設備をして多くの病弱を費す事は其煩に堪

えす，或は事績し得られぬ娯れがあるので考慮中である．

　要するに常用時計の類を用いて精密観測をするには充分時計の固有性を調

べ假令日差が小さくあっても注意深い取扱をせぬと意外な失敗を塗す事があ

るといふ事を豫じめ承知しておかねばならぬのである．
　專自用の完全な備品と設備とを有するならば此種の不安も或程度迄は除去
し得らるN事と思ふが，総ては多額の費用を要することでもあり叉自分等が
アマチュアの立揚から其分限を超えざらん事を顧慮するならば此難からも許

容し得られぬ事である・
　然し貧弱な此程度の備晶でも適當に所理されて吾々の望む精密度が得らる

Sならばそれはアマチュアとして一の大なる喜びであらねばならぬ．
　街ス5ツプウオッチの取扱に撃ても導べて見たいと思ふが濁り長くなるの
で一先づ筆を白く事にする．


